
瀬戸らしい 
教育の 
未来 

～“生き抜く力”を育むために 
   子どもたちとともに私たち大人ができること～ 

無料公開セッション 

すべての市民による 連携 と 協働の 

実現に向けて、子どもたちとともに考えましょう！ 

11：15～12：45 

お申込み不要 お子様連れ歓迎 

（瀬戸市西茨町１１３-３） 

第１部 

第２部 

9：30～ 9：45 式典「感謝状贈呈式」  

9：50～11：05 

「英語スピーチコンテスト」 

◆主催  瀬戸市教育委員会 / 瀬戸市教育サポートセンター 

市内中学校の代表生徒による英語スピーチ 

瀬戸市教育市民フォーラム 

  ゲスト： 本間正人氏 
        （京都造形芸術大学教授・副学長） 
 

      出演 ：  伊藤保德 瀬戸市長 
       深見和博 瀬戸市教育長 

「公開トークセッション」 

※詳細が裏面にありますのでご覧ください。 

「楽しくて、即、役に立つ」参加型研修講
師である本間正人氏をお迎えして、子ども
たちを中心に、市長、教育長を交えての公
開トークセッションです。 
子どもも大人もお気軽にご参加ください。 

日 11月13日 

瀬戸市文化センター 
         文化ホール 

※手話通訳があります 

フォーラム 

フォーラム 

市内小中学校で様々なボランティア活動をしてい
ただいている個人や団体に感謝状を贈呈します 

～“生き抜く力”を育むために 
   子どもたちとともに私たち大人ができること～ 

 ◆問い合わせ：瀬戸市教育委員会事務局 学校教育課 TEL0561-88-2750  Email:kyoiku@city.seto.lg.jp  

 

 

本間正人氏（ほんままさと） 

最新本の紹介（山内太地氏共著） 
「高大接続改革」 ちくま新書 
  ～変わる入試と教育システム～ 
2020年度から大学入試が激変す
る。アクティブ・ラーニング(Ａ
Ｌ)を前提とした高大接続の一環。
では、ＡＬとは何か、私たち親や
教師はどう対応したらよいか？ 



本間正人氏 （ほんままさと） 
 「教育学」を超える「学習学」の提
唱者であり、参加型研修の講師としてア
クティブ・ラーニングを25年以上実践
し、「研修講師塾」を主宰する。京都造
形芸術大学教授・副学長、NPO学習学
協会代表理事、NPOハロードリーム実
行委員会理事。コーチングやポジティブ
組織開発、ほめ言葉などの著書66冊。 
東京大学文学部社会学科卒業、ミネソタ
大学大学院修了（成人教育学 Ph.D.）。
ミネソタ州政府貿易局、松下政経塾研究
主担当、NHK教育テレビ「実践ビジネ
ス英会話」「三か月トピック英会話：
SNSで磨く英語アウトプット表現術」
の講師などを歴任。TVニュース番組の
アンカーとしても定評がある。一般社団
法人大学イノベーション研究所代表理事、
アカデミックコーチング学会会長、一般
社団法人キャリア教育コーディネーター
ネットワーク協議会理事、一般財団法人
しつもん財団理事、などを務める。 

深見和博  瀬戸市教育長 

無料公開トークセッション 

＜映像でご紹介します＞ 
・キャリア教育の実践「キミチャレ2016」 
・学校活動報告「掛川小学校/幡山東小学校」 

   瀬戸市における小中一貫教育の基本的考え方 

○平成２８年４月１日に「学校教育法等の一部を改正する法律」が施行
され、学校教育制度の多様化及び弾力化を推進するため、小中一貫教
育を実施することを目的とする義務教育学校の制度が創設されました。
また、今後独立した小・中学校が義務教育学校に準じた形で、一貫した
教育を施すことができるよう、小中一貫型小学校・中学校（仮称）も制度
化することが提言されています。 

○「第２次瀬戸市教育アクションプラン」では、基本理念として、次の言葉
を掲げています。 
   ・瀬戸のすべての子どもたちが「瀬戸で学んでよかった」 
   ・瀬戸のすべての親たちが「我が子を瀬戸で育ててよかった」 
   ・瀬戸のすべての市民が「瀬戸で生きてよかった」 

○アクションプランの基本的方向性（目指す人間像）として、基本理念を
実現し、「自ら考え、学び、生き抜く力」を育成するため、「自立」「創造」
「協働」「共生」「挑戦」の５つの基本的な方向を目指しております。 

○アクションプランの基本施策１８「関係機関の連携による教育の推進」
では、「小中一貫教育の推進や小中一貫校の導入」として、小学校から
中学校への円滑な移行、教員や授業の学校間の交流を行うなど、保護
者や地域の方々の参画と支援のもと、子どもたち一人ひとりの個性を伸
ばし、自立性及び社会性を養うこととしています。 
  

 小中一貫教育を実施するためには、保護者や地域の
方々の理解や協力が不可欠です。目指す子ども像を
共有しながら、信頼される学校づくりや開かれた学
校づくりを推進するとともに、学校・家庭・地域が
連携・協働しながら、子どもたちの９年間を地域や
社会全体で支えることにつなげていきます。 

   ゲスト 本間正人氏 
（京都造形芸術大学教授・副学長） 

伊藤保德 瀬戸市長 

～“生き抜く力”を育むために 
   子どもたちとともに私たち大人ができること～ 


